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つなぐ、 はぐくむ、 あなたの未来へ。 JA 北九

JA北九の「今」を届ける広報誌

農協だより

25（月）
26（火）
27（水）
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JA北九

香
り
、食
感
、味
わ
い 
す
べ
て
を
兼
ね
備
え
た

    “

合
馬
た
け
の
こ
“、今
が
旬
で
す
。
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農の匠▶

特　  集▶ 令和4年 定期人事異動 3月1日発令

田中　澄生さん、一生さん（合馬たけのこ出荷組合）小倉南区
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合馬たけのこのブランド力

北九州の春の味覚

あく抜き後の保存方法

関西市場で高級食材として高単価で取引
されています。上品な香りはもちろん、
味とともに歯ごたえも良く京都や大阪の
一流料亭で指名されるほど。

旬を迎える３～４月は甘みが増していき
ます。煮付けや炊き込みご飯はもちろん、
合馬産ならではの刺身にしてご賞味くだ
さい。

あく抜きをしたたけのこを、保存容器に
入れ水に浸した状態で保存。１週間程度
は保存可能です。

農の匠

田中 澄生さん
　　　　一生さん（小倉南区）

親
と
子
を
繋
ぐ

「
事
業
継
承
」
。

フォトスケッチ

経済部だより

声をつなぐ！！　ＴＡＣ通信

スマイルキッズ・手軽に健康・理事会だより

夫婦二人三脚
楽菜クッキング

JAからのお知らせ

お便りコーナー・訃報・やすらぎ会館PR
クロスワードパズル

た
な
か

田
中
　

す
み
お

（54）（24）
（
合
馬
た
け
の
こ
出
荷
組
合
）小
倉
南
区

澄
生
さ
ん

い
っ
せ
い

一
生
さ
ん

し
た
。
息
子
・
一
生
さ
ん
は「
今
年
は
豊
作
の
表
年
だ

か
ら
収
量
も
上
が
る
だ
ろ
う
」と
相
槌
を
打
ち
ま
す
。

父
で
あ
り
師
匠
で
も
あ
る
存
在

　
息
子
・
一
生
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
農
業
大
学
へ
進
学

し
20
歳
の
時
に
就
農
。
今
は
、
家
族
で
合
馬
た
け
の
こ
、

野
菜
、
水
稲
栽
培
と
い
っ
た
農
作
業
の
ほ
か
、
青
年
部
活

動
で
行
う
地
元
小
学
校
の
田
植
え
学
習
に
協
力
し
た
り

と
、
農
業
の
若
い
担
い
手
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　
父
・
澄
生
さ
ん
と
は
日
頃
の
農
作
業
を
通
じ
て
栽
培

技
術
や
事
業
継
承
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
そ
う
で
、

そ
の
時
、
父
親
の
営
農
感
覚
の
鋭
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
。

一
生
さ
ん
は
事
業
継
承
を
見
据
え
、「
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
し
、
父
の
よ
う
に
経
験
を
積
ん

で
い
き
た
い
」と
、
父
で
あ
り
師
匠
で
も
あ
る
澄
生
さ
ん

の
背
中
を
追
い
続
け
て
い
ま
す
。

父
親
か
ら
見
た
息
子
　

　
地
元
農
業
を
支
え
続
け
て
い
る
父
・
澄
生
さ
ん
は「
こ

れ
か
ら
も
農
業
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
一
般
企
業

並
み
の
週
休
制
が
あ
り
安
定
し
た
収
入
を
確
立
し
た
い
」

と
農
家
が
農
業
で
生
き
て
い
け
る
道
を
模
索
し
続
け
て

い
く
と
話
し
ま
す
。

　
最
後
に
息
子
・
一
生
さ
ん
に
つ
い
て
、「
真
面
目
に

コ
ツ
コ
ツ
と
よ
く
働
く
し
、
作
業
に
つ
い
て
も
息
子
な

り
に
考
え
て
動
い
て
い
る
」

と
話
し
、
一
呼
吸
置
い
て

「
仕
事
も
遊
び
も
全
力
で

楽
し
め
る
よ
う
成
長
し
て

ほ
し
か
っ
た
か
ら
、
良

か
っ
た
」と
、
一
生
さ
ん
の

成
長
に
自
然
と
笑
み
が
こ

ぼ
れ
ま
す
。

今
年
も
順
調

　
小
倉
南
区
の
特
産
品「
合
馬
た
け
の
こ
」。
北
九
州
市

を
は
じ
め
、
関
西
地
方
の
高
級
料
亭
に
も
出
荷
し
て
い

ま
す
。
合
馬
た
け
の
こ
出
荷
組
合
組
合
長
を
務
め
る
田

中
澄
生
さ
ん
は「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛

威
を
ふ
る
い
始
め
た
２
年

前
、
出
荷
組
合
史
上
最
低

売
上
だ
っ
た
が
、
巣
籠
需

要
な
ど
で
徐
々
に
安
定
し

今
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
変
わ

ら
な
い
状
況
だ
よ
」と
嬉

し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
ま

今年の初出荷は104ケースと
好スタート

合馬たけのこ生産は
徹底した土づくりが必要

ゴールデンウィーク期間中の店舗営業について

特集
令和４年 定期人事異動 3月1日発令

北九トピックス
組合員・地域利用者ニーズに応える
やすらぎ会館遠賀駅前斎場完成

大葉春菊ブランド化に向けて協議 など
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人事教育課は、令和４年度の新卒採用活動を開始したこ
の日、WEBカメラを使用したオンラインでのインターンシッ
プを開催し、事業説明や先輩職員との交流を行いました。

令和４年度新卒採用活動開始

かっぱの里若松店では、希少価値が高
く、甘みと生産者のこだわりが詰まった若
松水切りトマトの販売が始ま
りました。春先に向け温かくな
るにつれて甘さが増し、５月頃
まで出荷が続く予定です。

若松水切りトマト販売開始

遠賀郡の赤しそ部会は2月上旬から令和４年産赤しその播種
を行いました。約1～2週間で発芽し、３月上旬以降にセルトレイ
への移植作業が始まります。収穫時期は５月下旬以降の予定
です。

赤しそ播種作業実施

なす共同選果利用組合は山本集出荷場で、令和４年産な
すの生産に向けた令和３年産なすの出荷反省会を開きまし
た。北九州普及指導センターからは個人別の反収や秀品率
を分析した出荷分析表をもとに次年産における改善点など
の指導が行われました。

赤とんぼ米研究会は遠賀営農経済センターで播種前講習会を開き、
栽培要件や出荷基準、栽培暦などを確認しました。３月上旬から中旬
にかけて種子の温湯消毒が行われます。

小倉なす出荷反省会　

赤とんぼ米研究会播種前講習会

遠賀営農経済センターで、夢つくし減農薬・減化学肥料栽培の
講習会を実施し、栽培要件や使用可能な農薬、今後の栽培ス
ケジュールなどについて説明が行われました。

夢つくし減農薬・減化学肥料栽培講習会

遠賀営農経済センター

インターンシップで
参加者と交流する職員（本店）

山本集出荷場

遠賀営農経済センター

遠賀営農経済センター

かっぱの里若松店

遠賀営農経済センターで、米粉用米ミズホチカラの栽培管理につい
て説明が行われました。令和３年産の生育概況や、令和４年産の育苗
管理、栽培暦などを確認しました。

米粉用米栽培講習会

遠賀郡芦屋町

事業説明を行う様子

／2 8

／210

月2

／222

／215

／215

月2
上旬

遠賀春まつりはコロナ禍のため、前年度に引き
続き中止させていただきますが、夏野菜苗の
販売を下記の日程で実施致します。

当日は交通渋滞など混雑が予想されます。
コロナ感染予防対策のため、入場制限を行い
車内でお待ちいただくなどご協力いただく場
合がございます。

夏野菜苗販売のお知らせ
JA北九

４月２２日　２３日　２４日　の３日間
9：00～15：00

遠賀生産センター敷地内
（遠賀郡岡垣町糠塚３５４番地）

金 土 日

日 時

場 所

第９回女性大学の閉校式が行われ、森克己組合長より
修了証書が授与、安田美佐子女性部長が受講生らへ向
けて「今後も食と農を意識しながら、地域活性化を担う、
活動の輪を広げていきましょう」と呼びかけました。

2月3日
女性大学閉校式　

家の光記事活用東部地区委員は手ぬぐ
いで作業帽子作りに挑戦しました。お
洒落な作業帽子が出来上がりました。

JA全国家の光大会に、豊澤理事、安田部長、松本
部長、永津部長が動画配信サービスを通じて参加
しました。全国の女性部員の家の光記事を活用
した女性組織活動体験発表などを視聴しました。

家の光記事活用遠賀中間地区委員は春の
寄せ植えにぴったりの草花で、植え方の
ポイントを教えて頂き彩り鮮やかな作品が出来上がりました。

2月24日
手ぬぐい
作業帽子作り　

2月16日
寄せ植え　

2月14日
第63回
JA全国家の光大会　

竹本　光瑠
たけもと　

小倉支店配属先

趣味/特技 ： ピアノ

令和3年度 ＪＡ北九新入職員

抱負/意気込み ：商品の知識を身につけ、
一人前になれるよう努力していきます！

3月1日
付で

入組し
た新入

職員で
す。

よろし
くお願

いしま
す！

ひかる
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JA 北九での行事や活動をご紹介します北九トピックス
育
苗
管
理
学
ぶ

新
農
業
者
育
成
研
修
受
入

令
和
４
年
産
米
水
稲
講
習
会
開
催

柑
橘
園
地
管
理
学
ぶ

Ｊ
Ａ
北
九
柑
橘
部
会

授
粉
用
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
確
認

Ｊ
Ａ
北
九
い
ち
ご
部
会

　
２
月
26
日
、小
倉
西
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
、新
農
業
者
育

成
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
研
修
は
北
九
州
市
総
合

農
事
セ
ン
タ
ー
が
講
師
の
平
井
政
信
氏
と
と
も
に
、１
年

間
の
講
義
や
実
習
を
通
じ
て
、新
規
就
農
を
目
指
す
研
修

生
の
農
業
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
習
得
に
向
け
、毎
週
土

曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
は
、小
倉
西

育
苗
セ
ン
タ
ー
職
員
が
育
苗
施
設
や
育
苗
作
業
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生
ら
は
、施
設
や
苗
の
状

況
な
ど
を
熱
心
に
見
学
し
、質
問
し
て
い
ま
し
た
。
小
倉

西
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
後
は
、研
修
生
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
栽
培
す
る
ほ
場
へ
出
向
き
、農
業
へ
の
取
り
組
み

状
況
な
ど
を
確
認
、ま
た
、平
井
氏
か
ら
農
業
用
地
の
活

用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。３
月
12
日

に
は
修
了
式
が
行
わ
れ
、研
修
生
ら
は
就
農
に
向
け
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
２
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、管
内
各
地
区
で
令
和

４
年
産
米
の
水
稲
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
・
対
策
を
講
じ
、会
場
ご
と
の
参

加
人
数
等
を
踏
ま
え
、若
松
・
八
幡
・
東
部
地
区
で
は
資
料

の
配
布
と
質
問
受
付
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。２
月
15

日
に
遠
賀
郡
水
巻
町
の
水
巻
町
南
部
公
民
館
で
開
催
し

た
水
稲
講
習
会
で
は
、北
九
州
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員

や
遠
賀
営
農
一
課
職
員
か
ら
、令
和
３
年
産
米
の
生
育
概

況
や
、令
和
４
年
産
米
の
稲
作
暦
に
掲
載
し
て
い
る「
肥

料
・
農
薬
」に
つ
い
て
の
説
明
、肥
料
高
騰
に
係
る
情
勢
報

告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、令
和
２
年
度
よ
り
自
己

改
革
の
一
環
と
し
て
同
Ｊ
Ａ
独
自
に
取
り
組
ん
で
い
る
農

業
振
興
支
援
の
一
つ
で
あ
る
、稲
作
の
品
質
向
上
と
稲
作

暦
の
浸
透
、な
ら
び
に
組
合
員
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
を
図

る
支
援
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
に
応
じ
て
、育
苗
講
習
会
な
ど
を
通
じ
栽
培
管

理
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
月
１
日
、柑
橘
部
会
は
遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

で
、柑
橘
冬
季
栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
北
九
州

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
、令
和
４
年
度
の
柑
橘

栽
培
暦
を
元
に
、病
害
虫
防
除
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。
説
明
後
に
は
、遠
賀
郡
の
部
会
員
園
地
へ
赴
き
、

主
幹
を
短
く
し
、内
向
枝
や
立
ち
枝
、下
垂
枝
を
整
理
す

る
事
で
樹
幹
の
内
部
に
光
を
届
き
や
す
く
す
る
樹
形
の

管
理
方
法
に
つ
い
て
実
演
を
交
え
つ
つ
指
導
し
ま
し
た
。

ま
た「
剪
定
を
実
施
す
る
前
に
樹
の
状
態
を
把
握
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
樹
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
。
今
後
、果
実
が

多
く
生
り
そ
う
な
樹
は
な
る
べ
く
剪
定
し
て
お
く
よ
う

に
」と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。
今
後
も
、適
正
な
園
地
の

管
理
作
業
に
努
め
、高
品
質
果
実
の
生
産
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
２
月
８
日
か
ら
２
月
９
日
に
か
け
て
、い
ち
ご
部
会
の

授
粉
用
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
の
確
認
の
た
め
、遠
賀
営
農
二

課
職
員
と
養
蜂
業
者
と
で
部
会
員
ハ
ウ
ス
を
巡
回
し
ま
し

た
。
部
会
員
ら
は
10
月
中
旬
か
ら
４
月
中
旬
頃
ま
で
い
ち

ご
授
粉
用
に
養
蜂
業
者
よ
り
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
借
り
て

ハ
ウ
ス
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
は
外
敵
、農
薬
、

寒
さ
な
ど
に
弱
く
、例
年
厳
寒
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に

ミ
ツ
バ
チ
の
生
存
状
況
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
養
蜂

業
者
が
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
の
状
況
に
合
わ
せ
て
エ
サ
や
巣

の
追
加
、巣
箱
を
交
換
。
令
和
３
年
度
は
ミ
ツ
バ
チ
が
死

滅
し
て
い
る
巣
や
動
き
が
鈍
い
ミ
ツ
バ
チ
が
多
く
、寒
さ

な
ど
が
原
因
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
賀
営
農
二
課
職
員

が
、確
認
し
た
巣
箱
の
状
況
な
ど
を
部
会
員
へ
報
告
し
ま

し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る
授
粉
が
行
わ
れ
ず
不
受
精
果
の

発
生
を
防
ぐ
た
め
、部
会
員
ら
は
今
後
も
巣
箱
の
適
正
使

用
に
努
め
、い
ち
ご
の
生
産
に
励
み
ま
す
。

遠賀郡遠賀町遠賀郡遠賀町 水巻町南部公民館水巻町南部公民館

組
合
員・地
域
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
　

や
す
ら
ぎ
会
館
遠
賀
駅
前
斎
場
完
成

高
品
質
な
イ
チ
ジ
ク
栽
培
目
指
し

講
習
会
実
施

Ｊ
Ａ
北
九
イ
チ
ジ
ク
部
会

原
料
高
菜
生
育
状
況
確
認

ほ
場
巡
回
実
施

　
２
月
７
日
、遠
賀
郡
遠
賀
町
で
建
替
新
築
工
事
を
進
め

て
い
た
や
す
ら
ぎ
会
館
遠
賀
駅
前
斎
場
の
完
成
に
伴
い
、竣

工
式
典
を
開
き
ま
し
た
。
神
事
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、遠
賀
郡
遠
賀
町
の
浅
木
神
社
の

禰
宜
に
よ
り
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、Ｊ
Ａ
役
職
員
や
施
工
業

者
ら
が
参
列
、森
克
己
代
表
理
事
組
合
長
ら
が
玉
串
奉
奠

を
行
い
ま
し
た
。
同
斎
場
は
建
物
の
老
朽
化
、多
様
化
す
る

地
域
利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、ま
た
近
隣
斎
場
と
の
差
別

化
・
葬
祭
事
業
の
収
益
力
強
化
を
図
る
た
め
、令
和
３
年
８

月
に
着
工
し
、１
月
末
日
に
完
成
。
式
典
で
森
克
己
代
表
理

事
組
合
長
は「
関
係
各
位
の
協
力
に
よ
り
、利
用
者
の
満
足

度
を
満
た
す
心
地
良
い
空
間
を
目
指
し
た
理
想
の
斎
場
が

完
成
し
た
。
組
合
員
お
よ
び
地
域
住
民
の
期
待
に
沿
う
身

近
な
斎
場
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
」と
関
係

者
へ
の
感
謝
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
同
斎
場
は
２
月
15
日

よ
り
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
、イ
チ
ジ
ク
部
会
は
遠
賀
郡
の
部
会

員
園
地
で
、イ
チ
ジ
ク
の
剪
定
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。
北
九
州
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員
が
講
師

と
な
り
、部
会
員
か
ら
栽
培
し
て
い
る
品
種
、定

植
時
期
、肥
料
の
量
な
ど
を
聞
き
取
り
、実
演
を

交
え
な
が
ら
樹
木
の
状
態
に
合
わ
せ
た
剪
定
方

法
な
ど
に
つ
い
て
指
導
し
ま
し
た
。

　
園
地
で
の
剪
定
講
習
会
後
は
、遠
賀
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
講
習
会
を
開
き
、同
部
会
が

栽
培
す
る「
と
よ
み
つ
ひ
め
」「
桝
井
ド
ー
フ
ィ
ン
」

「
蓬
莱
柿
」の
３
品
種
ご
と
の
特
徴
に
応
じ
た
栽

培
方
法
に
つ
い
て
確
認
。
ま
た
、令
和
３
年
度
に

実
施
し
た
病
害
虫
対
策
の
記
録
を
報
告
し
部
会

全
体
で
意
見
交
換
を
行
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
に

つ
い
て
も
品
質
の
良
い
イ
チ
ジ
ク
の
生
産
に
向

け
て
園
地
管
理
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
月
22
日
、北
九
州
市
小
倉
南
区
と
門
司
区

の
高
菜
を
栽
培
し
て
い
る
ほ
場
を
巡
回
し
ま

し
た
。

　
同
地
区
で
は
５
人
の
生
産
者
で
約
75
㌃
栽
培

し
て
お
り
、加
工
原
料
と
し
て
契
約
し
て
い
る
２

社
の
食
品
会
社
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
は
食
品
会
社
担
当
者
と
東
部
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
職
員
で
、高
菜
の
生
育
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、
出
荷
予
定
時
期
や
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、若
干
生
育
に
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ

ま
し
た
が
３
月
上
旬
に
か
け
て
成
長
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、３
月
中
旬
頃
か
ら
収
穫
が

始
ま
り
、収
穫
後
、乾
燥
さ
せ
て
出
荷
予
定
で
す
。

大
葉
春
菊
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
て
協
議

　
２
月
24
日
、山
本
集
出
荷
場
で
大
葉
春
菊
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
九
州
市
特
産
の
大
葉
春
菊
を
ブ
ラ
ン
ド
化

す
る
こ
と
で
、単
価
や
生
産
量
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。こ
の
日
は
大
葉
春
菊
出
荷
組
合
長
の

岡
村
資
巳
氏
、行
政
機
関
担
当
者
、東
部
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
職
員
ら
が
参
加
。ブ
ラ
ン
ド
化
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
た
杉
本
淳

氏
ら
が
、岡
村
氏
の
ハ
ウ
ス
で
実
際
に
大
葉
春
菊

の
生
育
状
況
や
特
徴
を
確
認
、栽
培
方
法
や
歴

史
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。
杉
本
氏
か
ら

は
ブ
ラ
ン
ド
化
事
例
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、ブ
ラ

ン
ド
化
に
関
す
る
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
生
産
者
ら
の
意
見
要
望
を
も
と
に
、ブ
ラ
ン
ド

化
の
方
向
性
な
ど
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

やすらぎ会館遠賀駅前斎場やすらぎ会館遠賀駅前斎場小倉南区小倉南区

門司区門司区遠賀郡遠賀町遠賀郡遠賀町 遠賀郡岡垣町遠賀郡岡垣町

講習会講習会

研修生のブルーベリー研修生のブルーベリー
ほ場を確認する様子ほ場を確認する様子

小倉西育苗センター小倉西育苗センター

曽根営農曽根営農
経済センター経済センター若松支店若松支店

水稲講習会資料を水稲講習会資料を
配布する様子配布する様子

地域の活性化にむけて

7 6



経済部
だより
Agricultureinformation

ポイントを押さえて、きちんと後片づけしましょう！ポイントを押さえて、きちんと後片づけしましょう！

農薬の適正使用と後片づけの励行は、農薬による事故や被害を防ぐのにとても
重要です。農林水産省の発表でも、散布者の事故より、使用後の管理不良によ
る周辺住民の被害、保管管理不良による誤飲など、更には運搬中の事故や廃棄
容器中の残留農薬による被害が目立っており、このことを裏付けています。

散布液は、余らせて廃棄することのないよう使用量に
合わせて調製し、すべて使い切りましょう。

農薬を使ったあとは・・・

　令和4年3月31日（木）  
　令和4年4月  1日（金）午前中  
　  

棚卸にかかる購買店舗と農機センターの休業について

農薬事故ゼロを目指して

後片づけ“4つのチェック”

使用済み容器中の付着農薬の除去法

洗浄済みの空容器を廃棄する際や、残った農薬をやむを得ず廃棄する場合

□チェック①

☑

散布液は、すべて使い切りましたか？

■ 袋状の容器の場合

ＪＡ北九では毎年12月に「廃棄農薬・期限切れ農薬の回収（有料）」を実施しています。分別の上、持ち込んで下さい。

■ 揮発性農薬（クロルピクリン剤等）の
　缶状の容器の場合

使用済み容器中の付着農薬の除去法は、容器の形状
によって処理方法が異なります。

□チェック②
空容器に付いた農薬は除去しましたか？

使用済み容器や散布器具等の洗浄液は排水路や河川
に流さず、適切に処理しましょう。

□チェック③
洗浄液は正しく処理しましたか？

洗浄済みの空容器は、他の用途には絶対に使用せず、
環境に影響を与えないよう適切に処理しましょう。

□チェック④
空容器は正しく廃棄しましたか？

①中身の農薬を移したのち、さらに袋を軽く
　叩いて内側への付着分を薬剤散布機や希釈
　用容器に入れる。
②眼に見えるような付着分がないことを確認
　し、畳んで保管する。

①消毒機の薬液タンクに移した薬剤は、缶の腐
　食の恐れがあるため、製品缶に戻さず使い切
　ること。
②使用済みの空き缶は畑の隅等、周囲に影響を
　及ぼさない場所で逆さにして、液・臭気がな　
　くなったことを確認して適切に廃棄すること。

■ びんや缶状の容器の場合

■ エアゾール缶農薬の容器の場合

①ボタ落ちがなくなるまで中身の農薬を移し、容器の約1/4の水
　を加えて密栓。よく振ったあと移し、散布液調製に使用する。
②これを計3回繰り返し、付着分がないことを確認する。
③容器内の水をよく切って、まとめて保管する。

①中身が残ってしまった場合は、火気のない風通しのよい屋外で、
　周囲に飛散しないようティッシュや新聞紙などに吹き付ける
　などして、噴射音が消えるまで内容物を出し切る。
②「ガス抜きキャップ」が装着されている容器では、その使用方法
　に従う。「ガス抜きキャップ」がついていないものでは、不用意に
　容器に穴をあけると内容物が噴出して危険なので、容器に穴を
　あけない。

（プラスチック袋及びアルミ蒸着袋など、中を洗える袋もこれに準じる）

※不法投棄や自家焼却、野焼きをする等の行為は法律で禁止されています。自らの責任で適正に処理して下さい。

棚卸のため、左記のとおり休業させていた
だきます。ご迷惑をおかけいたしますが、ご
理解の程、よろしくお願い申し上げます。

※4月1日は午後から
　営業いたします。

日本が国内での生産を増やさずに、食料を海外に依存し続けると、
飢餓が深刻な国・地域の食料を奪うおそれがあります。

世界の人口増加…
食料は足りる？

声をつなぐ!!

TOKOTON  ATTE  COMMUNICATION

家
の
光
を
読
も
う

　
２
０
２
５
年
に
創
刊
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
雑
誌「
家
の
光
」。

　
実
は
こ
の
雑
誌
、
書
店
で
は
取
り

扱
っ
て
お
ら
ず
、
J
A
で
し
か
購
入

で
き
ま
せ
ん
。

　
先
輩
か
ら
は「
教
育
文
化
活
動
の

教
科
書
だ
」と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
確
か
に…

例
え
ば
、
S
D
G
ｓ
は

世
間
で
話
題
に
な
る
よ
り
前
か
ら

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

常
に「
少
し
未
来
」の
農
業
の
課
題

を
特
集
や
漫
画
で
分
か
り
や
す
く

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
改
め
て
家
の
光
に
詳
し
い
女
性

部
担
当
に
確
認
す
る
と
、
家
の
光

が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
❶
食
と

農 

❷
暮
ら
し 

❸
協
同 

❹
家
族
の

４
本
柱
だ
そ
う
で
す
。

　「
こ
の
本
に
は
女
性
農
業
者
が
輝

く
た
め
の
提
案
が
た
く
さ
ん
の
っ
て

る
よ
」

　「
T
A
C
活
動
で
も
役
立
つ
情
報

ば
か
り
よ
」

　
こ
れ
か
ら
先
、
女
性
農
業
者
の

活
躍
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
り
ま

す
。
S
D
G
ｓ
は
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な「
少
し
未
来
」に
乗
り
遅

れ
な
い
よ
う
に
僕
た
ち
も
し
っ
か
り

読
ま
な
け
れ
ば
！

購読を希望される方は営農課の
家の光担当まで連絡ください ☎６１９̶２３６８

次回５月号ではSDGｓに関連して注目を集めている

緑のカーテンについて特集されます

JA北九女性部では家の光を活用して
SDGsへの理解を深めています

僕
も
J
A
に
入
組
し
て
か
ら

ず
っ
と
購
読
し
て
ま
す

　世界の人口は2020年の統計で約78億人※。人口はさらに
増え続け、2050年には97億人まで増加する見通しです。飢
餓問題が解決していない地域で、これ以上人口が増加すると、
食料不足や栄養不足がさらに進んでしまうおそれがあります。
　また、世界が必要とする食料は2010年から2050年までに
約1.7倍に増える予測であり、今後、世界は食料供給の観点で
大きなリスクを抱えています。
　こうした実態を知り、日本で食料生産を増や
せるよう、日本の農業を応援しましょう。

※出典：国連人口基金「世界人口白書2020」 
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氏
　名

新
役
職

旧
役
職

氏
　名

新
役
職

旧
役
職

氏
　名

新
役
職

旧
役
職

氏
　名

新
役
職

旧
役
職

氏
　名

新
役
職

旧
役
職

氏
　名

新
役
職

旧
役
職

特集　令和 4 年 定期人事異動

令
和
４
年

定
期
人
事
異
動

3
月
１
日
発
令

監
査
室

下
田

　裕
二

経
営
企
画
部
リ
ス
ク
管
理
課

営
農
部

営
農
部

　販
売
課

課
長
代
理

野
上

　哲
也

営
農
部
販
売
課
／
係
長

営
農
部

　営
農
課

考
査
役

垂
水

　勝
秀

三
ヶ
森
支
店
／
支
店
長

経
済
部

経
済
部

　経
済
課

係
長

出
川

　卓
矢

西
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
／

係
長（
若
松
購
買
）

遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

（
遠
賀
営
農
一
課
長
兼
務
）
占
部

　順
二

遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

遠
賀
営
農
一
課
／
課
長

遠
賀
営
農
一
課

松
尾

　
　隆

西
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
若
松
営
農
）

遠
賀
営
農
二
課

課
長

松
岡

　貴
之

遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

遠
賀
営
農
二
課
／
係
長

大
庭

　拓
也

遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

遠
賀
営
農
一
課

遠
賀
経
済
課

課
長

陣
川

　義
寿

直
売
部
直
売
課
／
課
長

松
崎

　恵
美

総
務
部
資
金
管
理
課

西
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
若
松
営
農
）

渡
辺

　匠
海

曽
根
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
曽
根
購
買
）

係
長（
若
松
購
買
）

新
田

　晋
平

折
尾
支
店
／

係
長（
複
合
渉
外
担
当
）

八
幡
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
八
幡
購
買
）

竹
下

　浩
代

葬
祭
部
葬
祭
課

東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
西
中
営
農
）

潮

　
　竜
馬

西
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
若
松
営
農
）

（
西
中
購
買
）

瀬
戸

　克
哉

東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
西
中
営
農
）

曽
根
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
曽
根
購
買
）

梅
崎

　圭
介

西
中
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

農
機
燃
料
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

安
永

　健
剛

遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

遠
賀
経
済
課
／
課
長

考
査
役

添
田

　幸
浩

農
機
燃
料
セ
ン
タ
ー
／

セ
ン
タ
ー
長

考
査
役（
遠
賀
西
部
燃
料
）

荒
木

　光
裕

直
売
部
直
売
課
／
考
査
役

（
や
さ
い
畑
み
ず
ま
き
店
）

（
遠
賀
西
部
燃
料
）

勢
屋
み
つ
子

八
幡
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
八
幡
購
買
）

直
売
部

直
売
部

　直
売
課

課
長

秋
山

　久
詩

遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン

タ
ー
長（
遠
賀
営
農
二
課
長
兼
務
）

係
長

川
原

　英
明

直
売
部
直
売
課
／
調
査
役

（
か
っ
ぱ
の
里
若
松
店 

店
長
）

山
口

　政
代

直
売
部
直
売
課

（
や
さ
い
畑
お
ん
が
店
）

（
か
っ
ぱ
の
里
若
松
店 

店
長
）

中
嶋

　雅
喬

直
売
部
直
売
課

（
か
っ
ぱ
の
里
八
幡
店

　店
長
）

（
か
っ
ぱ
の
里
八
幡
店 

店
長
）

福
本

　光
紘

大
蔵
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

調
査
役

（
や
さ
い
畑
み
ず
ま
き
店 

店
長
）
井
地

　康
雄

水
巻
支
店
／
係
長

（
大
地
の
恵
み
西
中
店
）

平
尾

　剛
志

総
務
部
人
事
教
育
課
付（
出
向
）／

（
株
）J
A
北
九
絆
フ
ァ
ー
ム
出
向

葬
祭
部

葬
祭
部

　葬
祭
課

尾
中

　知
子

農
機
燃
料
セ
ン
タ
ー

（
遠
賀
西
部
燃
料
）

審
査
開
発
部

審
査
開
発
部

　審
査
保
全
課

課
長

秦

　
　健
二

岡
垣
支
店
／
支
店
長

江
口

　優
衣

金
融
業
務
部
金
融
課

金
融
推
進
部

金
融
推
進
部

　推
進
企
画
課無

田

　
　愛

曽
根
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

金
丸

　由
樹

若
松
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

遠
賀
支
店

支
店
長

石
井

　浩
次

審
査
開
発
部
審
査
保
全
課
／

課
長

係
長

廣
瀧

　陽
子

金
融
業
務
部
共
済
課
／

係
長

高
岡

　睦
子

若
松
支
店

ミ
ラ
ー
美
知
子

経
営
企
画
部
総
合
企
画
課

岡
垣
支
店

支
店
長

仲
野

　紀
之

遠
賀
支
店
／
支
店
長

（
共
済
専
任
渉
外
担
当
）

古
殿

　竜
司

芦
屋
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

水
巻
支
店

係
長

太
田

　竜
司

香
月
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

東
山

　大
和

遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

遠
賀
経
済
課

大
津

　純
代

中
間
支
店

芦
屋
支
店

支
店
長

高
岡

　伸
彦

金
融
業
務
部
共
済
課
／
課
長

（
複
合
渉
外
担
当
）

香
野

　悠
治

岡
垣
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

池
内

　陽
香

折
尾
支
店

清

　三
津
代

遠
賀
支
店

中
間
支
店

係
長

小
早
川
真
理

香
月
支
店
／
係
長

中
山
美
佐
子

岡
垣
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

久
馬

　貴
弘

東
谷
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

（
複
合
渉
外
担
当
）

松
丸

　祐
司

芦
屋
支
店

折
尾
支
店

係
長

森

　慎
之
介

直
売
部
直
売
課
／
係
長

善
明

　敦
子

香
月
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

村
山
奈
月
美

三
ヶ
森
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

久
保
田
浩
輔

木
屋
瀬
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

溝
上

　友
望

穴
生
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

砂
川

　健
太

三
ヶ
森
支
店

三
ヶ
森
支
店

支
店
長

田
辺

　
　修

木
屋
瀬
支
店
／
係
長

中
村
菜
津
芽

小
倉
支
店

稲
田

　美
咲

折
尾
支
店

八
幡
支
店

岩
武

　真
由

西
中
支
店

牧
野

　朱
莉

若
松
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

宮
野
俊
太
郎

遠
賀
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

遠
賀
営
農
二
課

穴
生
支
店

係
長

舌
間

　里
美

折
尾
支
店
／
係
長

福
山

　玲
子

大
蔵
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

島
津

　秀
崇

中
間
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

香
月
支
店

係
長（
複
合
渉
外
担
当
）

寒
竹

　政
美

遠
賀
支
店
／
係
長

係
長

疋
田

　啓
之

審
査
保
全
課
／
係
長

河
野
麻
衣
子

遠
賀
支
店

新
井

　星
南

木
屋
瀬
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

福
田
晋
太
郎

香
月
支
店

木
屋
瀬
支
店

係
長

小
田

　博
美

若
松
支
店
／
係
長

樋
口

　晴
菜

中
間
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

佐
々
木
哉
太

直
売
部
直
売
課

（
や
さ
い
畑
お
ん
が
店
）

大
蔵
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

富
永

　
　海

穴
生
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

梶
原

　
　望

営
農
部
営
農
課

若
松
支
店

係
長

宮
崎

　那
美

金
融
推
進
部
推
進
企
画
課

（
複
合
渉
外
担
当
）

桃
園

　
　悟

農
機
燃
料
セ
ン
タ
ー（
農
機
担
当
）

宮
下

　典
子

金
融
業
務
部
金
融
課

森

　由
貴
奈

木
屋
瀬
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

中
村

　優
希

芦
屋
支
店

小
倉
支
店

支
店
長

川
口

　
　泉

東
谷
支
店
／
支
店
長

係
長

千
々
和
明
彦

穴
生
支
店
／
係
長

佐
藤
ま
す
美

門
司
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

尾
上

　友
美

門
司
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

石
田
支
店

馬
塲
友
里
恵

門
司
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

野
口
琉
樹
也

曽
根
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
曽
根
購
買
）

西
中
支
店

考
査
役

渡
辺

　敦
子

西
中
支
店
／
支
店
長
代
理

相
良

　季
成

金
融
業
務
部
共
済
課

東
谷
支
店

支
店
長

野
口

　勇
策

小
倉
支
店
／
支
店
長
代
理

山
本

　裕
子

監
査
室

（
複
合
渉
外
担
当
）

本
田

　候
江

小
倉
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

白
石

　未
優

小
倉
支
店

門
司
支
店

上
田

　亜
樹

曽
根
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

（
複
合
渉
外
担
当
）

中
山

　開
斗

東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
西
中
営
農
）

矢
野

　真
汐

東
谷
支
店

曽
根
支
店

支
店
長

小
田

　泰
史

小
倉
支
店
／
支
店
長

考
査
役

松
尾

　
　孝

曽
根
支
店
／
支
店
長

係
長

水
上

　玲
一

金
融
業
務
部
共
済
課

調
査
役

田
振
か
お
り

曽
根
支
店
／
係
長

造
酒

　佳
織

経
済
部
経
済
課

（
複
合
渉
外
担
当
）

竹
山

　雄
二

東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
西
中
購
買
）

（
複
合
渉
外
担
当
）

梅
野

　祥
一

八
幡
支
店（
複
合
渉
外
担
当
）

橋
谷

　祐
美

東
谷
支
店

（
複
合
渉
外
担
当
）

久
松

　丈
起

曽
根
支
店

金
融
業
務
部

金
融
業
務
部

　金
融
課

考
査
役

柴
田

　敏
子

経
営
企
画
部
リ
ス
ク
管
理
課

／
課
長

溝
口

　
　歩

水
巻
支
店

神
﨑
穂
乃
香

三
ヶ
森
支
店

金
融
業
務
部

　共
済
課

課
長

善
明

　真
玄

芦
屋
支
店
／
支
店
長

係
長

杉
山

　夏
美

曽
根
支
店

伊
藤

　理
絵

香
月
支
店

経
営
企
画
部

部
長

（
リ
ス
ク
管
理
課
長
兼
務
）
石
田

　和
典

経
営
企
画
部
／
部
長

経
営
企
画
部

　リ
ス
ク
管
理
課大

場

　義
信

監
査
室

総
務
部

総
務
部

　資
金
管
理
課

山
川

　
　栞

穴
生
支
店
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二人
三脚

夫
婦

ボウルにⒶのあえ衣を混
ぜ合わせます。

①のボウルに揚げたての
新ジャガイモと芽キャベ
ツ、ウルイを入れさっくり
と混ぜます。

②を器に盛り付け、お好
みで赤ジソふりかけを振
り出来上がり。

１

3

２

材料（2~
3人分）

新ジャガイモ（下ゆでして半分に切り
皮 付きのまま素 揚げしたもの ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小8個
芽キャベツ（下ゆでして半分に切る） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3個
ウルイ（細切りにする）・・・・・・・・・・2本
赤ジソふりかけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜
Ⓐ（あえ衣）
　マヨネーズ・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
　ナンプラー・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
　酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/2
　塩昆布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

タ
ケ
ノ
コ
と
ソ
ラ
マ
メ
の

チ
ー
ズ
フ
リ
ッ
ト

新
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

芽
キ
ャ
ベ
ツ
の
サ
ラ
ダ

タケノコは皮付きのまま半分
に切り、中を取り出しさらに2
等分にします。ソラマメはさや
から取り出し皮をむきます。

Ⓐの材料を混ぜ合わせ揚げ
衣を作り、①のタケノコとソラ
マメをくぐらせ、170度のサラ
ダ油で裏表を返しながら2～
3分揚げます。

器にタケノコの皮を置き、揚
がったタケノコとソラマメを
盛り付けレモンを添えて出来
上がり。

１

3

２

材料（2人分）

タケノコ（あく抜きしておく） 小1本
ソラマメ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6粒
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜
レモン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1切れ
Ⓐ（揚げ衣）
　薄力粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50g
　炭酸水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80ml
　パルメザンチーズ・・・・・・大さじ1
　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

今回の体操担当は

　お父さん・お母さん

日時
場所

小倉支店管内

父母からのコメント

私たちの宝も
のの光樹くん

、

生まれてきて
くれてありが

とう！
山口　真己人 さん

       　めぐみさん

やまぐち まこと

定例理事会第11回

令和4年2月25日（金）9：3０～
ホテルクラウンパレス北九州

信用の供与について
折尾支店　固定変動型事業資金　

1

条件変更について
若松支店　担保一部抹消

2

次期（令和４年度～令和６年度）
中期３ヶ年経営計画について（案）

3

令和３年度１月末主要事業実績に
ついて
３月行事予定について
内部監査結果について
その他 

2

3

4

1

議案

報告事項

全議案が可決、承認されました。

こうきやまぐち

山口　光樹 くん（0歳）

田中　佳明さん
和枝さん

（83）

（77）

　
ご
親
戚
の
紹
介
で
お
見
合
い
を
経
て
、
ご
結
婚
さ

れ
た
お
二
人
。

　
結
婚
さ
れ
た
当
初
は
お
二
人
と
も
会
社
員
と
し
て

お
勤
め
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
佳
明
さ
ん
の
定
年

後
に
本
格
的
に
就
農
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
水

稲
を
約
５
㌃
、
イ
チ
ジ
ク
を
約
４
㌃
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
お
孫
さ
ん
達
と
買
い
物
に
で
か
け
た
り
、
農
作
業

を
し
た
り
す
る
の
が
現
在
の
楽
し
み
で
、
宝
物
は
お

孫
さ
ん
だ
と
和
枝
さ
ん
は
微
笑
み
ま
す
。

　
現
在
農
業
大
学
校
で
就
学
中
の
お
孫
さ
ん
が
後
継

者
と
し
て
イ
チ
ジ
ク
栽
培
を
引
き
継
ぐ
予
定
と
の
こ

と
で
、
佳
明
さ
ん
は「
孫
の
た
め
に
、
と
思
う
と
今
ま

で
以
上
に
農
業
に
張
り
合
い
が
出
来
た
」と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
取
材
し
た
こ
の
日
、
た
ま
た
ま
遊
び
に
来
て
い
た

お
孫
さ
ん
は
家
が
近
く
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
イ
チ
ジ

ク
の
栽
培
や
出
荷
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
て
、
出

荷
先
で
顔
を
覚
え
ら
れ
る
ほ
ど
。
社
会
人
と
な
り
同

行
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
な
っ
た
た
め
、
出
荷
先
の

販
売
店
で
寂
し
が
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
大
変
な
農
作
業
も

家
族
が
協
力
し
て
く

れ
る
か
ら
助
か
る
し
、

嬉
し
い
し
、
頑
張
れ

る
」と
家
族
に
感
謝
の

思
い
を
口
に
し
な
が

ら
、
お
孫
さ
ん
と
微

笑
み
合
う
田
中
さ
ん

ご
夫
婦
で
し
た
。

中間支店管内

よしあきたなか

かずえ

いちじく園地

社会人になった
お孫さんと撮影

1 手と足の指を同時に開いて（パー）3秒間キープ。両手
両足の指を大きく開き、関節をしっかりと伸ばします。

　
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
体
調
を
崩
し
や
す
い

の
で
、質
の
良
い
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
っ
て
体

調
の
安
定
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。
今
回
は
、

「
眠
り
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
グ
ー
パ
ー
体
操
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
グ
ー
パ
ー
体
操
は
い
く
ら
で

も
応
用
が
利
く
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
効
果
が

期
待
で
き
る
万
能
の
体
操
で
す
。
手
に
加
え
、

足
も
使
う
こ
と
で
全
身
の
血
行
を
促
し
ま
す
。

　
夜
は
お
風
呂
で
、朝
は
布
団
の
中
で
、１
日
２

回
行
う
の
が
お
勧
め
で
す
。
基
本
的
な
動
き
は

同
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ツ
を
解
説
し
ま
す
。

シ
ン
プ
ル
な
動
き
で
誰
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
毎
日
の
習
慣
に
取
り
入
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。

グ
ー
パ
ー
体
操
で

眠
り
と
目
覚
め
を
快
適
に

2 手と足の指をぐっと閉じて（グー）3秒間キープ。この
とき、足指の関節の付け根部分からしっかり曲げます。
①と②をゆっくり呼吸しながら10～20回繰り返します。

直売部 直売課

係長 川原 英明

３月１日付の定期人事異動で
本店直売課の配属となり、
JAの直売所のより良い

店舗づくりのための業務を
担当しています。

基本の動き

浴槽と布団の中でのポイント

手と足で同時にグーパー

朝、起き上がる前に布団の中
で行うグーパー体操は、気持ち
良い目覚めを促します。あお向
けの姿勢で、両手は頭の上に、
足は膝を伸ばして行います。

腕はお湯から出しても、お湯の
中で行ってもどちらでもやりや
すい形で行いましょう。副交感
神経の働きがアップして、ス
ムーズな入眠を促します。

レシピ提供：「キッチン晴人」オーナーシェフ 永井智一
健康生活研究所所長●堤　喜久雄
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プレゼント応募・お便り投稿方法
①住所②氏名（ふりがな）③年齢④電話番号
⑤クイズの答え⑥「きたきゅう」に対するご意見ご感想
を必ずご記入の上、次の宛先までご応募ください。

応募締切

4月21日（木）
（消印有効）

「農協全国商品券」1000円分
直売所、購買店舗でも使える

クイズ応募者の中から抽選で３名様にプレゼント！！

キ
サ
ラ
ギ

2
月
号
の
答

　
え ※個人情報は、賞品の発送のみに使用します。

菊竹　美夜 様
柴田由美子 様
内田真理子 様

訃報
謹んでご冥福をお祈り申し上げます

令和4年2月の葬儀のうち、喪主の方の承認を
いただいた故人名を掲載しております。

h_r0\SƒR.
二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

新1年生を迎える行事です
『ローマの休日』や『プリティ・ウーマン』
は――映画の名作です
名古屋市の南側に位置する――半島
『銀河鉄道の夜』や『注文の多い料理店』
の作者
大がL、中がMなら、小は
黒い石と白い石で戦います
日本庭園に敷かれていることも
4月29日は――の日。国民の祝日です
稲や麦の茎を干したもの
表の反対側
画家がキャンバスに走らせます

ナットやボルトを締めます
そこが彼の彼たる――だ
自動車の、地面に触れる部分
調味料控えめで作りました
花見のときに広げることも
――を求めて猫カフェに行った
カイコの餌になる植物
結婚が決まり、――の顔合わせを
行った
お酒を飲んでいない状態
元素記号はU。原子力発電所の燃料
にも使われます
ここ20年ほどで携帯する人が増え
ました

ヨコのカギ タテのカギ
１
2

2
5

3

10

〒807-1263 北九州市八幡西区金剛2丁目3-3
農協だより「きたきゅう」 読者のページ係
619 -2381 
kouhou@ja-kitakyu.or.jp

※お便りは割愛または補足させていただくことがあります。

    当  選  者

ハガキ

ＦＡＸ
メール

20

2119

18

12

9
7

11

14
16

17
15
13

6
8

4

光末　　平
木原　邦宏
重廣ツヤ子
豊田　正弘
村田　節雄

八幡西区南鷹見町
若松区大字小竹
遠賀町広渡
遠賀町別府
岡垣町大字波津

様
様
様
様
様

花田　初音
池田フク枝
丸山　　凌
前田マツヱ
森　　　厚

様
様
様
様
様

岡垣町手野
水巻町猪熊
小倉南区長尾
小倉南区長行西
門司区吉志

最近おたよりをいただく数が増えてきました。いつも
ありがとうございます。今年の福岡の桜の満開予想は
３月２７日前後とのことです。（３月１１日現在）今年もド
ライブスルーで桜並木を愛でたいと思います。（岡田）

編
集
後
記

A B C D E

読者プレゼント

答え

出題：ニコリ

いつもありがとうございます！こだわ

りの料理やお弁当、これからも是非

御贔屓に！ 

夫婦二人三脚のコーナーが好

きで、楽しみにしています。お店

の紹介などがあった時は足を

運んで美味しい食事を楽しん

でいます。 （遠賀郡 Y・Kさん）

生産者の方々が試行錯誤しながら頑張る姿は素敵ですよね。たくさんの方にその様子や農畜産物の魅力をお伝えできるよう広報活動を頑張りたいと思います。

農家の皆さんが家族で頑張る写
真を見て、継承する事の難しさを
感じますが、家族の絆と前向きな
頑張りが大切だなと感じました。

（八幡西区 U・Mさん）

コロナ禍でストレスが溜まっています

ね！ほかにも「気分転換にやってみま

す」や「ためになりました！やってみま

す！」といったおたよりをいただきまし

た。心のトレーングを活用し、上手にス

トレスと付き合っていきましょう。

コロナ禍でマインドフルネス入

門に興味がわき、実践してみよ

うと思います。ストレス解消に役

立ちそうです。一人でどこでで

も出来るのが良いです。
（遠賀郡 Ｏ・Ｙさん）（小倉南区 Ｍ・Ｎさん）

毎号、楽菜クッキングと手軽
に体操を楽しみにしています。出来るだけ永く、健康で農業
を続けられるように願ってい
ます。

これからも皆様の健康づくりに料理や体操コーナーを役立てていただけると嬉しいです！

JA北九の斎場は、
どなたでもご利用になれます！

遠賀駅前斎場
2月15日オープン2022年

JA北九やすらぎ会館
海老津斎場 水 巻 斎 場 遠賀駅前斎場

小 倉 斎 場若 松 斎 場
0120(282)505 0120(202)699 0120(293)404

0120(791)303

フリーダイヤル フリーダイヤル フリーダイヤル

フリーダイヤル

0120(422)731
フリーダイヤル

八 幡 斎 場

0120(619)570
フリーダイヤル

http://www.ja-kitakyu.or.jp/

火

ホールホール 控室控室

エントランスエントランス

若松市民農園
利用者募集のお知らせ

市民農園は、野菜や草花等を栽培して自然にふれあい、収
穫の喜びを実感して、農業に対する理解を深めていただく
為に開設しています。現在、当市民農園に空き区画がありま
すので、申し込みを受け付けています。農作業に意欲のある
方。畑の管理が出来る方。（ルールを守れる方）大募集中！！

西部営農経済センター 若松営農（担当：渡辺）　
☎093-741-2266

（２０㎡）年間利用料 １１，０００円

（３０㎡）年間利用料 １６，０００円

（５０㎡）年間利用料 ２５，０００円

A

B

C

お問合せ

※申込の際、年間利用料・印紙代２００円・
　認印（シャチハタ不可）が必要です

場所：北九州市若松区大字払川４９３-１

北九州芦屋線

若松市民農園

かっぱの里
若松店

JA北九
若松支店

とまと、なす出荷組合
期間限定選果パート募集
内 容

期 間

給 与

休 日

勤務地

応 募

備 考

野菜の選果（とまと・なすの箱詰め等）
軽作業

５月中旬～11月末日まで
（気象条件等により変更有）
9：00～17：00（うち休憩60分）

（集荷量により変更・残業有）※要相談

時給900円～
※フォークリフト運転経験者積極採用

火曜日、土曜日
（その他、勤務表によるシフト）

JA北九　山本集出荷場
（北九州市小倉南区大字山本279-1）

電話連絡後、写真付き履歴書を
ご持参ください

車通勤可（交通費無）、普通傷害保険加入

JA北九　とまと出荷組合・なす出荷組合
北九州市小倉南区徳吉西1-4-11
☎093-451-9210（受付：月～金 9：00～16：00）
                                 （東部営農経済センター） JA北九本店の会議室の

ご利用について

農業
振興

地域
活性化

4月の無料税務相談会 ※ご相談希望の方は事前に
　電話でご予約ください

4月11日㈪

4月11日㈪

4月8日㈮西部地区

東部地区

遠賀中間地区

不動産センター
（八幡西区穴生1-8-2） 9時～１2時

9時～１2時

☎６44-0233

☎293-2500

☎９３１-１１３１

9時～１5時遠賀支店
（遠賀町今古賀631-5）

小倉支店
（小倉南区富士見２-８-1）

日　　程対象地区 場　　所 相談時間 連絡先

☎093-619-2366

JA北九では生産者や地域住民へ施設を開放することで農
業振興と併せ地域活性化を目指しています。

また、安全安心に使用していた
だくため、新型コロナウイルス
感染防止対策として抗菌・抗ウ
イルス仕様の壁クロスを使用
しています。

※申出内容によってはご希望に沿えない場合もございます、
　予めご了承ください。

生産部会の会議・研修・打合せ等の場所として
の提供を通じて、組合員（農家）の生産技術研
鑽や所得向上、生産基盤の拡大を図ります。

地域の活動に施設を開放し、地域に根ざした
JAとして地域への貢献を果たします。

問い合せ先 北九州農業協同組合 総務部総務課

利用をご希望の方は下記連絡先まで問い合わせください。

会議室1　約150名収容可

会議室2　約40名収容可

会議室3　約60名収容可

求人情報

仕出担当パート職員募集
時　　給：
業務内容：
就業時間：

休　　日：

社会保険：
資　　格：

就業場所：
そ の 他：

980円（別途通勤費支給）
惣菜・オードブルの盛り付け・調理補助・配達
5：00～17：00

（うち、4時間～7.5時間のシフト制）

シフト制（4週を通じて4日を下回らない範囲）
※勤務時間および勤務日数は応相談
勤務内容に応じて必要な保険に加入
普通運転免許（オートマ限定可）取得者が
望ましい
遠賀郡岡垣町東山田1-8-1
車通勤ＯＫ・1年ごとの契約更新です
経験・性別不問・シニア歓迎

093-282-5088
（ＪＡ北九 葬祭課仕出係 後藤）お問い合せ
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発
行▲

・

業務内容

月給

休日

社会保険

資格

就業場所

その他

職

　種

試
験
日
程

総合職
一次試験 ： 令和4年4月26日（火） ／ 試験内容 ： 学科試験・適性試験
二次試験 ： 令和4年5月19日（木） ／ 試験内容 ： 一次面接
三次試験 ： 令和4年5月下旬　　  ／ 試験内容 ： 最終面接

応
募
手
続

就職情報サイト「マイナビ2023」「リクナビ2023」よりエントリー
❶エントリーシート❷最終学歴の学業・成績証明書❸卒業見込証明書（もしくは卒業証明書）
その後❶～❸の書類を応募先に郵送してください。
※❶についてはwebエントリー可　詳しくはマイナビ・リクナビよりご確認ください。

〒807-1263　福岡県北九州市八幡西区金剛二丁目３番３号
/北九州農業協同組合採用担当

問合せ先
応 募 先

TEL 093-619-2375 WEB http://ja-kitakyu.or.jp

RECRUIT 2023

JA北九 マイナビ2023 JA北九 リクナビ2023

2023年度JA北九職員採用募集

ゴールデンウィーク期間中の店舗営業について

事業所名

4月 5月

29日 30日 1日・2日 3日・4日・5日 6日・7日・8日

金 土 日・月 火・水・木 金・土・日

本店
通常営業 （土日・祝日は定休日)

金融店舗（窓口）

金融店舗（ATM） 通常稼働

若松・八幡・遠賀・東部営農 通常営業 （土日・祝日は定休日）

小倉育苗センター（母原） 通常営業

若松・八幡購買店舗 通常営業 （土日・祝日は8：30～12：00営業）

遠賀購買店舗 冬期通常営業 （8：30～17：00） 夏期通常営業 
（8：30～17：30）

西中・曽根購買店舗
臨時営業 

（8：30～12：00）
通常営業

 （農繁期のため土日は営業）
臨時営業 

（8：30～12：00）
通常営業 

（農繁期のため土日は営業）

門司購買店舗 通常営業 （土日・祝日は定休日※営業時間9：00～13：00）

農機センター 通常営業

遠賀西部・東部燃料センター 通常営業 （土日・祝日は定休日）

不動産センター 通常営業 （土日・祝日は定休日）

かっぱの里若松・八幡店

通常営業 （水曜は定休日）やさい畑おんが・みずまき店

大地の恵み西中店

やさい畑なかま店 通常営業 （水曜日は定休日※営業時間9：30～13：30）

大地の恵み曽根店 臨時休業 通常営業 （土日は定休日） 臨時休業 通常営業 
（土日は定休日）

やすらぎ会館 通常営業

株式会社 
JA北九絆ファーム 通常営業


